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１．まえがき・背景 
食事炎症性指数(DII: Dietary Inflammatory Index)とは，

食事が体内の炎症に与える影響を数値化する指標である．

生活習慣病・糖尿病・がんなどの慢性疾患と炎症反応の

関係が注目され，DIIを活用した栄養管理が重要視されて

いる．しかしDIIの計算は複雑であり臨床エビデンスも十

分でないため，医療現場での導入は未だ一般化していな

い．久留米大学病院では，患者のDIIを調べる目的で，初

診時に食品摂取頻度調査票 (FFQ)を使った問診を紙媒体

で行っている [1]．問診後，FFQを見ながら67品目の食品摂

取量を入力し，DIIの計算，分析をするため，初診から食

事指導までに日数を要するという課題がある．  

2．目的 
本研究では，DIIに基づく栄養指導支援システムを開発

する。本システムは瞬時にDIIを可視化し、生成AIを用い

た食事アドバイス文を出力する。これにより管理栄養士

の栄養指導時の負担軽減を図り，詳しいデータ分析結果

に基づく食習慣改善に向けたアドバイスを効果的に行え

るようにする．  

3．研究成果 
本研究では，HTMLとJavaScriptを用いてFFQをベース

にしたアンケートフォームとアンケートの結果から計算

された栄養総量，DII，栄養素充足率を求め，Webブラウ

ザに提示するWebアプリケーションの開発を行った．  

・3-1 食材情報の取得と表示  

JavaScriptを用いて，食材情報をまとめた JSONファイ

ルから食材の品目名を取得し，その品目名をHTMLに反

映させ，Webブラウザ上に表示する．同時に摂取頻度を

入力するチェックボックスと摂取量を入力するテキスト

ボックスを品目名の下に生成する (図1)．  

 

図1 品目名，摂取頻度，摂取量の入力画面例  

次に摂取頻度と摂取量ならびに，世界平均摂取量など

の値をJSONファイルから取り出し，DIIの計算を行う．

各品目の栄養素量，DII，充足率，さらに全てのDIIを合算

した総合DIIの計算，表示はJavaScriptで行う．  

・3-2 計算結果の表示と食事アドバイスの生成  

HTMLのtable要素を用いて，栄養素名，栄養総量，DII，

充足率の順に表形式で表示するとともに，全ての栄養素

のDIIを合算した総合DIIを表示する(図2)．  

 

 

図2 DIIの出力画面例(一部) 

生成AI(ChatGPT)のプロンプトは医師と管理栄養士が

患者に行うアドバイスを基にして作成し，充足率へのア

ドバイスと総合DIIの評価を自動生成できるようにした．

充足率のワースト3の栄養素と総合DIIを生成AIに渡すと

食事に対する評価とアドバイスを表示する (図3)．  

 

図3 ChatGPTによる食事アドバイス例  

4．まとめ 
本研究ではFFQベースのWebアプリケーションを作成

した．32人の患者によるFFQの回答に基づき，管理栄養

士が算出したDIIの値と，本Webアプリケーションが出力

するDIIの値は同様の結果を示すことを確認した．また各

項目のDIIの値を表形式でわかりやすく可視化すること

にも成功した．本アプリケーションがDIIの可視化，食事

アドバイスを表示するため，初診時でも栄養指導が可能

となった．しかし，今回作成したWebアプリケーション

は，フロントエンドのセキュリティ対策が万全ではない．

システム内部の情報が表示されたり，不正データを送信

したりしないようにチェックする必要がある．そのため

ユーザ認証やデータ検証，ログ管理などを行うセキュリ

ティ対策を行っていく．また，食事アドバイス文の生成

にはOpenAIのAPIを用いているので，APIキーなどの秘密

情報はバックエンドで管理できるようにする． 
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